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MR15-03）に参加し、2012 年から 2015 年の 4 年間、北極海で開氷面積が季節的に最大になる毎年 9 月頃に、大












約 6 µatm（飽和度~300%）に達する高い CH4スポットが見つかった。この海域では、CO2分圧も高いことなどか
ら、この CH4分圧スポットは、局所的な海底堆積物の巻き上がりに起因すると考えられる。一方、西経 169 度付
近の大陸棚斜面上でも、およそ 3 µatm の CH4スポットが見つかった。この海域では、バロー沖とは反対に CO2
分圧が著しく低くなっており、高い CH4は現場の生物生産に起因するものと推定される。 
図 MR12-E03航海（2012年 9月~ 
10月）で観測したチャクチ海とカナ
ダ海盆域の海洋表層の CO2分圧
（左）と CH4分圧（右）の分布 
